
 
 

 
 

昨年の福岡でのバス置き去り事故に続き、県内でも悲しい事故が起きてしまいました。大きな事故に至らない置き去り

は頻繁に発生しており、東京都に報告されているだけでも置き去り事故は一年間に78件発生しています（2021年度）。

バスだけでなく園外活動（お散歩）でも置き去りが発生しています。園外活動で置き去りになってしまった場合、先生

やお友達を探してその場を離れてしまうのも自然なことです。体の小さい子どもが道路に出てしまえば重大な交通事故

につながる危険性は極めて高くなります。 

置き去りが発生するケース 

 

 
 

 

 
 

「QRだれドコ」の仕組みでは、 

 「園児が無事入園したか」 

 「誰がお散歩に出たのか」 

 「帰ってきた子どもはだれか」 

 「帰ってきていない子どもはいるか」 

 「バスには乗ったにもかかわらず入園していない園児

はいないか」 

 

といった情報が一覧表示されます。園への出入りの記録は先

生同士で常に共有されているため、担当の先生に負担が集中

することがなく万が一の時でも気付きが早くなります。また、

保護者も自分の子どもが無事入園したなどの情報を共有す

ることができるため、日々安心して仕事や家事をすることが

できます。  

子どもの園での生活を見守り、安心して働く。「QR だれドコ」 

園児の安全と保育者の負担軽減を実現 

公園で 

他園の園児に 

紛れ込む 

園外活動の 

移動中に 

はぐれる 

送迎バスで 

降りそびれる 



 

 
 

「元気にあそんでいるかな」「ごはん食べたかな」「トイレはちゃんとできているかな」仕事をしていても家事をしてい

ても、園にいる子どもが何をしているか、親としてはいつも気になるものです。 

すまいるモードは、タブレットを設置しておくことで園児が保護者に対し自発的にメッセージや気持ちを送信できる機

能です。保護者は仕事の休憩時間に今日の子どもの活動を知ることができ、喜びと安心の中で仕事をすることができま

す。メッセージや絵を選び、スマイリーを押して自分の QRをタブレットにかざすと保護者にメッセージが伝わります。 

 

    
保護者は入園などの情報に加え、子どもからの直接のメッセージを受け取ることができます。 

 

  
※タブレットを収納するボックスは貸与の対象ではありません。 

 

 
 

 

 

「QRだれドコ」は園児と保護者の気持ちをつなぎながら、置き去り事故などから園児を守るネットワークの仕組みで

す。QR コードにはニックネーム以外の情報は含まれていませんので、万一紛失しても重要な個人情報が漏れることは

ありません。 

  

こどもと保護者の心をつなぐ「すまいるモード」 

QR だれドコ の特徴 

試験運用して頂ける園を 

募集しています 
静岡での園児置き去り事故を受け、なんとか早期に

仕組みを広めたいと思っています。試験運用から実

運用までシステム費用は無料です。試験運用のため

のタブレットも無償貸与します。ご協力をお願いし

ます。 

 

お問合せ先：フルティフル合同会社 担当：南野 

info@frutiful.net 

https://frutiful.net/ 

新聞各紙、テレビでも 

取り上げられています 

無償貸与詳細説明ページ 


